
  平成29年5月13日（土）  平成29年5月13日（土）
文京シビックホール小ホール文京シビックホール小ホール

平 成 2 9 年 度  憲 法 週 間 行 事

◎東京メトロ後楽園駅・丸ノ内線（4a･5番出口）南北線（5番出口）徒歩1分
◎都営地下鉄春日駅三田線・大江戸線（文京シビックセンター連絡口）徒歩1分
◎JR総武線水道橋駅（東口）徒歩9分

◆御来場には公共交通機関を御利用ください。※駐車場、駐輪場はありません。

東京都文京区春日一丁目16番21号

■主　　催　東京都人権啓発活動ネットワーク協議会
　　　　　　（東京都・東京法務局・東京都人権擁護委員連合会・公益財団法人人権擁護協力会）、文京区
■協　　賛　公益財団法人東京都人権啓発センター
■問合せ先　東京都総務局人権部　電話：03-5388-2588
　　　　　　東京法務局人権擁護部　電話：03-5213-1366
　　　　　　文京区総務部総務課ダイバーシティ推進担当　電話：03-5803-1187

託児室を設置（対象：６か月以上の未就学児／要予約）

託児室を利用御希望の方は、5月8日（月）17時までに、東京都総務局人権部
電話：03-5388-2588  FAX：03-5388-1266 まで御連絡ください。
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13時30分から17時20分（開場13時）13時30分から17時20分（開場13時） 施設定員325名
事前申込不要
当日会場先着順
入 場 無 料

人権啓発コーナー

講演　私に力を与えてくれた“出会い”
講師　サヘル・ローズ氏（女優・タレント）

in「講演と映画の集い  文京」

幼少時代を孤児院で過ごし、8歳で養母と来日。
日本の文化や生活等様々な苦難に直面しながらも、そこで出会う人々の温かさに触れ、
絆を深めた経験をもとに、多文化共生の未来について御講演いただきます。

手話通訳及びパソコン要約筆記を実施

日本語字幕付きで上映

～国境を越えた人の絆～
みんなで築こう 人権の世紀  ～考えよう 相手の気持ち 未来へつなげよう 違いを認め合う心～
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日本とトルコの友好関係の礎となったエルトゥールル号遭難事件等を題材に、
日本・トルコ合作で映画化した日本人が知らない奇跡の実話
【企画・監督】 田中光敏  【脚本】 小松江里子  【音楽】 大島ミチル
【キャスト】 内野聖陽 /ケナン・エジェ/忽那汐里 /アリジャン・ユジェソイ
（2015年 /日本／トルコ映画 /132分）
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映画上映　「海難1890」文部科学省選定



和歌山県樫野崎（現：串本町）沖で台風に遭遇し、船が大破して沈没。 乗組員600名以上が嵐の海に
投げ出され、500名を超える死者を出す当時としては世界的にも類を見ない、未曾有の大惨事となった
「エルトゥールル号海難事故」
イラン・イラク戦争下で、テヘランに残された邦人215名を救ったトルコ首相の英断及び自国機が到着
したのにもかかわらず苦境に立つ日本人の搭乗を優先させてくれた、トルコ人たちの真心があった
「テヘランでの日本人救出」
困難な状況の中にあって名誉や見返りも求めず、ただ目前の人を救おうと行動を起こした125年前の
日本人たちと30年前のトルコ人たち。 その勇気と誠意を映し出した２つの真実のエピソードを日本の
外務省後援、トルコ政府全面協力という両国の国家的支援を得て、壮大なスケールで描かれた合作映画。

1985年、イラン生まれ。 幼少時代を孤児院で過ごし、8歳で養母と来日。 様々な苦難を乗
り越えながら、高校時代から芸能活動を始める。 声優の専門学校に通いながら東海大学で
ITを専攻し、卒業。 日本語、ペルシャ語、ダリー語、タジキ語を話し、趣味・特技はテニスや
絨毯織りと多彩。 夢はイランに児童養護施設をつくること。 現在、女優、タレントとして多く
の番組等に出演し、7本のレギュラーを持つ。

東京都人権啓発活動ネットワーク協議会HP　http://www.moj.go.jp/jinkennet/tokyo/tokyo_index.html

東京都総務局人権部HP「じんけんのとびら」 http://www.soumu.metro.tokyo.jp/10jinken/tobira/

公益財団法人人権擁護協力会HP　http://jinken-kyouryokukai.jp/

日本とトルコの友好関係の礎となったエルトゥールル号遭難事件等を題材に、
日本・トルコ合作で映画化した日本人が知らない奇跡の実話

【企画・監督】 田中光敏
【脚本】 小松江里子
【音楽】 大島ミチル
【キャスト】 内野聖陽 /ケナン・エジェ/忽那汐里 /
　　　　　アリジャン・ユジェソイ
（2015年 /日本／トルコ映画 /132分 ※日本語字幕付きで上映）

 5月1日から7日までは「憲法週間」です。

講師紹介

演　　題

サヘル・ローズ氏（女優・タレント）

「海難1890」

私に力を与えてくれた“出会い”（60分）

映画紹介

平成29年度 啓発活動強調事項（法務省）
◆女性の人権を守ろう
◆子どもの人権を守ろう
◆高齢者の人権を守ろう
◆障害を理由とする偏見や差別をなくそう
◆同和問題に関する偏見や差別をなくそう
◆アイヌの人々に対する偏見や差別をなくそう
◆外国人の人権を尊重しよう
◆HＩV感染者やハンセン病患者等に対する偏見や差別をなくそう
◆刑を終えて出所した人に対する偏見や差別をなくそう

◆犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう
◆インターネットを悪用した人権侵害をなくそう
◆北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めよう
◆ホームレスに対する偏見や差別をなくそう
◆性的指向を理由とする偏見や差別をなくそう
◆性自認を理由とする偏見や差別をなくそう
◆人身取引をなくそう
◆東日本大震災に起因する偏見や差別をなくそう
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手話通訳及びパソコン要約筆記を実施

文部科学省選定

©2015 Ertugrul Film Partners

日本国憲法は、自己の生命と自由を確保し、幸福を追求する権利、「基本的人権」を保障しています。
憲法週間にちなみ、言語、文化、宗教、生活習慣などの違いを正しく理解し、外国人と日本人がお互
いを尊重し合いながら共生できる社会の実現に向けて、「講演と映画の集い」を開催します。
皆様お誘い合わせの上、ぜひ御来場ください。


